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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第141期
第３四半期
連結累計期間

第142期
第３四半期
連結累計期間

第141期

会計期間
自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成24年３月31日

売上高 (千円) 8,485,077 8,414,711 10,785,867

経常利益 (千円) 627,473 485,050 622,103

四半期(当期)純利益 (千円) 316,953 410,159 313,520

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 41,540 477,580 △24,046

純資産額 (千円) 14,425,574 14,328,435 14,359,970

総資産額 (千円) 17,157,192 17,155,570 17,138,037

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 24.90 32.23 24.63

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 84.0 83.6 83.8

　

回次
第141期
第３四半期
連結会計期間

第142期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

自  平成24年10月１日
至  平成24年12月31日

１株当たり四半期純損失金額
（△）

(円) △5.54 △1.55

(注) １ 当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３ 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容について重要な変更はありません。
なお、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中に記載した金額には消費税等の金額は含んでおらず、将来に関する事項の記載については当四半期

連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

　
（１）業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要等を背景に、緩やかな

回復傾向にありますものの、欧州経済の停滞や新興国の成長鈍化による世界的な景気低迷等により、先行

き不透明な状況で推移いたしました。

繊維業界におきましては、デフレの長期化により、業界を取り巻く環境は厳しい状況が続いておりま

す。

このような情勢のなかで当社グループは、染色加工技術で培った「感性技術」をベースに、テキスタイ

ル事業と一体となってグローバル展開を図り、安定的・持続的成長を実現することを基本方針とし、差別

化加工の開発・提案による売上高の確保、省エネ活動等によるコスト競争力の強化を図ってまいりまし

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

この結果、当第３四半期連結累計期間の経営成績は、売上高８４億１千４百万円（前年同期比０.８％

減）、営業利益４億２千４百万円（前年同期比１０.４％減）となりました。営業外収益において負のの

れん償却額がなくなったこと等により、経常利益は４億８千５百万円（前年同期比２２.７％減）とな

り、特別損失において投資有価証券評価損がなくなったこと等により、四半期純利益は４億１千万円（前

年同期比２９.４％増）となりました。　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

「染色加工事業」は、秋冬物における織物の生産減や燃料費値上がりの影響等により、売上高６１億１

百万円（前年同期比６．４％減）、営業利益２億３百万円（前年同期比２７．７％減）となりました。品

種別売上高は、織物が３２億３千３百万円（前年同期比８．８％減）、ニットが２８億６千８百万円（前

年同期比３．４％減）であります。

　「テキスタイル事業」は、積極的な営業活動により売上高１８億９千４百万円（前年同期比２２．２％

増）となりましたが、原材料の値上がりの影響等により、営業損失４千３百万円（前年同期は営業損失３

千９百万円）となりました。

　「不動産賃貸事業」は、売上高４億１千９百万円（前年同期比０.１％減）、営業利益２億６千４百万円

（前年同期比１３．９％増）となりました。
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（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間の総資産は、前連結会計年度と比べ１千７百万円増加し、１７１億５千５百

万円となりました。負債につきましては、前連結会計年度と比べ４千９百万円増加し、２８億２千７百万

円となりました。純資産につきましては、前連結会計年度と比べ３千１百万円減少し、１４３億２千８百

万円、自己資本比率は８３．６％となりました。

　
（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変

更及び新たに生じた課題はありません。

　
（４）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、８千１百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 60,000,000

計 60,000,000

　

② 【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成24年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 13,933,75713,933,757

東京証券取引所
（市場第二部）
名古屋証券取引所
（市場第二部）

単元株式数は100株でありま
す。

計 13,933,75713,933,757― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　
(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　
(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　
(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年10月１日～
平成24年12月31日

― 13,933 ― 3,124,199 ― 359,224
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(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日（平成24年９月30日）に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）

― ―
普通株式 1,206,300

完全議決権株式(その他) 普通株式 12,716,800 127,168 ―

単元未満株式 普通株式 10,657 ― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 13,933,757 ― ―

総株主の議決権 ― 127,168 ―

(注)「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式70株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社ソトー

愛知県一宮市篭屋
５―１―１

1,206,300 ― 1,206,300 8.6

計 ― 1,206,300 ― 1,206,300 8.6

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成24年10月１日

から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,911,150 1,746,539

受取手形及び売掛金 ※２
 1,717,631

※２
 2,283,861

有価証券 1,901,953 1,592,088

完成品 156,037 194,851

仕掛品 227,737 203,354

原材料及び貯蔵品 313,740 310,791

繰延税金資産 258,171 204,855

その他 143,269 66,576

貸倒引当金 △2,639 △5,541

流動資産合計 6,627,050 6,597,377

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,677,308 1,615,578

機械装置及び運搬具（純額） 1,018,242 1,092,458

土地 1,149,777 1,250,458

リース資産（純額） 2,197 1,597

建設仮勘定 21,982 17,365

その他（純額） 50,818 101,361

有形固定資産合計 3,920,326 4,078,820

無形固定資産

のれん 114,285 85,714

その他 17,292 25,002

無形固定資産合計 131,578 110,716

投資その他の資産

投資有価証券 5,737,877 5,575,375

長期貸付金 550 550

繰延税金資産 157,008 157,774

その他 565,934 637,245

貸倒引当金 △2,290 △2,290

投資その他の資産合計 6,459,081 6,368,655

固定資産合計 10,510,986 10,558,192

資産合計 17,138,037 17,155,570
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成24年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 362,517 499,446

短期借入金 － 45,500

リース債務 798 798

未払法人税等 13,687 13,286

未払費用 293,861 182,804

役員賞与引当金 12,000 9,000

その他 595,366 570,487

流動負債合計 1,278,232 1,321,323

固定負債

リース債務 1,398 798

退職給付引当金 514,557 515,564

長期預り保証金 618,663 618,663

繰延税金負債 289,410 299,658

資産除去債務 63,300 63,300

その他 12,506 7,826

固定負債合計 1,499,834 1,505,810

負債合計 2,778,066 2,827,134

純資産の部

株主資本

資本金 3,124,199 3,124,199

資本剰余金 1,348,828 1,348,828

利益剰余金 11,112,474 11,013,538

自己株式 △1,361,621 △1,361,640

株主資本合計 14,223,880 14,124,925

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 135,933 222,132

その他の包括利益累計額合計 135,933 222,132

少数株主持分 157 △18,621

純資産合計 14,359,970 14,328,435

負債純資産合計 17,138,037 17,155,570
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

売上高 8,485,077 8,414,711

売上原価 7,222,605 7,144,908

売上総利益 1,262,472 1,269,803

販売費及び一般管理費 788,855 845,363

営業利益 473,616 424,440

営業外収益

受取利息 4,405 3,606

受取配当金 117,939 92,936

負ののれん償却額 103,583 －

その他 8,766 18,111

営業外収益合計 234,695 114,654

営業外費用

支払利息 － 383

売上割引 42,789 30,630

投資事業組合運用損 36,145 21,102

その他 1,903 1,928

営業外費用合計 80,839 54,044

経常利益 627,473 485,050

特別利益

固定資産売却益 － 3,751

特別利益合計 － 3,751

特別損失

固定資産処分損 35,456 6,394

投資有価証券評価損 191,805 －

特別損失合計 227,261 6,394

税金等調整前四半期純利益 400,211 482,407

法人税等 110,201 91,027

少数株主損益調整前四半期純利益 290,009 391,380

少数株主損失（△） △26,944 △18,779

四半期純利益 316,953 410,159
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 290,009 391,380

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △248,468 86,199

その他の包括利益合計 △248,468 86,199

四半期包括利益 41,540 477,580

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 68,485 496,359

少数株主に係る四半期包括利益 △26,944 △18,779
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

(減価償却方法の変更)

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後

に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。　

これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前

四半期純利益はそれぞれ22,305千円増加しております。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

    該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　１　受取手形割引高

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間　　　　　
(平成24年12月31日)

受取手形割引高 200,858千円 48,970千円

　

※２　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しておりま

す。なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第３四半期連結会計期間　　　　　
(平成24年12月31日)

受取手形 　104,936千円 43,194千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、

第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)、のれんの

償却額及び負ののれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

減価償却費 　584,886千円 622,291千円

のれんの償却額 28,571千円 28,571千円

負ののれんの償却額   △103,583千円 ―千円

　

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 254,551 20平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年11月10日
取締役会

普通株式 254,549 20平成23年９月30日 平成23年12月１日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月28日
定時株主総会

普通株式 254,548 20平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金

平成24年11月７日
取締役会

普通株式 254,547 20平成24年９月30日 平成24年12月３日 利益剰余金

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額（注）

染色加工事
業

テキスタイ
ル事業

不動産賃貸
事業

合計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 6,515,8011,549,561419,7148,485,077 ― 8,485,077

セグメント間の内部
売上高又は振替高

157,314 325 20,844178,484△178,484 ―

計 6,673,1161,549,887440,5588,663,562△178,4848,485,077

セグメント利益又は損失(△) 281,729△39,999231,886473,616 ― 473,616

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年12月31日)

１　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：千円）

　
報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)

染色加工事
業

テキスタイ
ル事業

不動産賃貸
事業

合計

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 6,101,2381,894,273419,1998,414,711 ― 8,414,711

セグメント間の内部
売上高又は振替高

215,342 ― 20,060235,402△235,402 ―

計 6,316,5811,894,273439,2598,650,114△235,4028,414,711

セグメント利益又は損失(△) 203,590△43,160264,010424,440 ― 424,440

（注）セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２　報告セグメントの変更等に関する事項

会計方針の変更等に記載のとおり、当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会

計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償

却方法に変更しております。これにより、従来の方法に比べて、当第３四半期連結累計期間のセグメント

利益が、染色加工事業において21,142千円増加し、セグメント損失が、テキスタイル事業において1,162千

円減少しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 24円90銭 32円23銭

 (算定上の基礎) 　 　

 四半期純利益金額(千円) 316,953 410,159

 普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

 普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 316,953 410,159

 普通株式の期中平均株式数(株) 12,727,476 12,727,393

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

　
(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　
２ 【その他】

第142期（平成24年４月１日から平成25年３月31日まで）中間配当については、平成24年11月７日開催
の取締役会において、平成24年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当
を行うことを決議いたしました。
 
　①配当金の総額　　　　　　 　　　　　          　254,547千円
 
　②１株当たりの金額　　            　　　　　　　　　　　20円
 
　③支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　平成24年12月３日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年２月14日

株式会社ソトー

取締役会  御中

　

有限責任 あずさ監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   松　本　千　佳　㊞

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   大　谷　浩　二　㊞

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社ソトーの平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

24年10月１日から平成24年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結

包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな

い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する

ことが含まれる。
　

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸

表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施

される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において

一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手

続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社ソトー及び連結子会社の平成24年12

月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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